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◆ 著 書 
1)  將積日出夫，髙倉大匡，坪田雅仁．EBM 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の治療 2015-2016．池田勝久他編．東京：中外医
学社；2015．メニエール病に対する中耳加圧療法のエビデンスは？；p．114-7． 
 
◆ 原 著 
1)  Tachino H, Fujisaka M, Fuchizawa C, Tsubota M, Takakura H, Ishida M, Hayashi A, Shojaku H. Endonasal flap 
suture-dacryocystorhinostomy (eFS-DCR): a new surgical technique for nasolacrimal duct obstruction (NLDO). Acta 
Otolaryngol. 2015 Feb; 135(2): 162-8. 
2)  Fujisaka M, Akaogi K, Shojaku H. A tangible head model showing semicircular canals for demonstrating the physical treatment 
for BPPV. Acta Otolaryngol. 2015 Dec; 135(12): 1212-8. 
3)  Takakura H, Nishijo H, Ishikawa A, Shojaku H. Cerebral Hemodynamic Responses During Dynamic Posturography: Analysis 
with a Multichannel Near-Infrared Spectroscopy System. Front Hum Neurosci. 2015 Nov; 9: 620. 
4)  髙倉大匡．近赤外線分光法．Equilibrium Res．2015 Dec；74(6)：552-6． 




1)  石川和夫，肥塚 泉，中村 正，重野浩一郎，鶴岡尚志，浅井正嗣，山本昌彦，武井泰彦，今井貴夫，武市紀人，
矢部多加夫，飯田政弘，池園哲郎，伊藤彰紀，武田憲昭，渡辺行雄，池田卓生，室伏利久，一條宏明，斉藤雄一郎，
尾関英徳，吉田友英，將積日出夫，中川 肇，（一社）日本めまい平衡医学会診断基準化委員会．医療用重心動揺計
の精度について．Equilibrium Res．2015 Feb；74(1)：44-50． 
2)  坪田雅仁，中川 肇，將積日出夫．市中病院における入院めまい症例の検討．Otology Japan．2015 Jul；25(3)：292-6． 
3)  木村 寛，將積日出夫．味覚障害を主訴とした混合性結合組織病例．耳鼻臨床．2015 Jul；108(7)：525-9． 
4)  中西亮人，赤荻勝一，將積日出夫．肺腺癌声門下転移例．耳鼻臨床．2015 Aug；108(8)：639-42． 
 
◆ 総 説 
1)  将積日出夫．めまいの発生機序と分類．医学と薬学．2015 Jul；72(8)：1313-8． 
2)  将積日出夫．診断と治療（1）めまいの診断と治療．第 41 回日耳鼻夏期講習会テキスト．（一社）日本耳鼻咽喉科学
会．2015 Jul：11-8．  
3)  将積日出夫．メニエール病．第 32 回日本めまい平衡医学会医師講習会テキスト．2015 Jul：63-76． 
4)  髙倉大匡, 將積日出夫．【耳鼻咽喉科薬物療法 2015】耳鼻咽喉科で主に用いられる治療薬とその使い方 抗眩暈薬．
JOHNS．2015 Sep；31(9)：1144-9． 




1)  Shojaku H, Watanabe Y, Takakura H, Tsubota M, Fujisaka M, Suzuki M, Takeda N. Epidemiological characteristics of 
Meniere’s disease in Japan -update-. 7th International Symposium on Meniere’s Disease and Inner Ear Disorders; 2015 Oct 
17-20; Rome. 
2)  Ishida M, Abe H, Shojaku H. A Case of Lung Metastasis from Laryngeal Cancer Showing a Good Response to Chemotherapy 
with DOC．第 39 回日本頭頸部癌学会・第 4 回アジア頭頸部癌学会；2015 Jun 4-5；神戸． 
3)  Shojaku H, Watanabe  Y,  Fujisaka M, Takakura H, Tsubota M, Asai M. Intermittent pressure therapy of intractable 
Meniere’s disease and delayed endolymphatic hydrops using the transtympanic membrane massage device. 30th Politzer 
Society Meeting; 2015 Jun 30-Jul 3; Niigata.  
4)  Shojaku H, Ueda N, Tsubota M, Takakura H, Fujisaka M, Asai M. Usefulness of diuretic induced cVEMP in patients with 
Meniere’s disease and delayed endolymphatic hydrops. 13th Japan-Taiwan Conference on Otolaryngology-Head and Neck 
Surgery; 2015 Dec 3-4; Tokyo. 
5)  髙倉大匡，舘野宏彦，將積日出夫．鼻科手術における超音波手術機器（ソノペット）の使用経験．第 25 回日本頭頸
部外科学会；2015 Jan 29-30；大阪．  
6)  浅井正嗣，上田直子，将積日出夫．重心動揺検査と身体動揺．第 13 回姿勢と歩行研究会；2015 Mar 14；東京． 
7)  藤坂実千郎．ボストン留学記 内耳の成長因子について．第 64 回日耳鼻富山県地方部会；2015 Apr 5；富山． 
8)  坪田雅仁，將積日出夫．陽子線治療後の後迷路性難聴の 1 例．第 64 回日耳鼻富山県地方部会；2015 Apr 5；富山． 
9)  石田正幸，阿部秀晴，舘野宏彦，將積日出夫．Docetaxel が著効して 5 年生存を達成した喉頭癌後発肺転移症例．第
33 回北陸頭頸部腫瘍研究会；2015 Apr 17；金沢．  
10)  中里 瑛，髙倉大匡，石田正幸，阿部秀晴，舘野宏彦，伊東伸祐，將積日出夫．深頚部膿瘍から縦隔炎をきたした
2 例．第 25 回北陸耳鼻咽喉科感染症研究会；2015 Apr 18；金沢． 
11)  藤坂実千郎，舘野宏彦，坪田雅仁，髙倉大匡，石田正幸，將積日出夫．新しい涙嚢鼻腔吻合術 eFS-DCR (endonasal Flap 
Suture-DCR) の開発．第 116 回日本耳鼻咽喉科学会；2015 May 20-23；東京． 
12)  髙倉大匡，將積日出夫．NIRS-SPM を用いた自己回転感覚に対する大脳皮血流応答領域の検討．第 116 回日本耳鼻
咽喉科学会；2015 May 20-23；東京． 
13)  中西亮人，赤荻勝一，將積日出夫．当科で経験した中枢性めまい症例．第 77 回耳鼻咽喉科臨床学会；2015 Jun 25-26；
浜松． 
14)  中里 瑛，髙倉大匡，石田正幸，阿部秀晴，舘野宏彦，伊東伸祐，將積日出夫．縦隔炎を併発した深頸部膿瘍の 2
症例．第 77 回耳鼻咽喉科臨床学会；2015 Jun 25-26；浜松．  
15)  浅井正嗣，上田直子，将積日出夫．重心動揺検査と体重心動揺について．第 31 回耳鼻咽喉科情報処理研究会；2015 
Jun 27；富山． 
16)  伊東伸祐，將積日出夫，髙倉大匡，渡辺行雄，安村佐都紀．メニエール病全国疫学調査．第 63 回日耳鼻中部地方部
会連合会；2015 Jul 18；松本．  
17)  中嶋純子，髙倉大匡，將積日出夫．最近経験した多覚的耳鳴の 2 症例．第 63 回日耳鼻中部地方部会連合会；2015 Jul 
18；松本．  
18)  舘野宏彦，髙倉大匡，藤坂実千郎，將積日出夫．粒子線治療後に晩発性の神経障害を発症した鼻･副鼻腔悪性腫瘍の
2 例．第 318 回日耳鼻北陸地方部会連合会；2015 Sep 6；金沢． 
19)  中西亮人，藤坂実千郎，將積日出夫．NRT が有用であった人工内耳電極・術中 slip out の一例．第 318 回日耳鼻北陸
地方部会連合会；2015 Sep 6；金沢． 
20)  藤坂実千郎，將積日出夫．三半規管内蔵頭部モデルを使用した良性発作性頭位めまい症に対する頭位療法の理解．
第 33 回耳鼻咽喉科ニューロサイエンス研究会；2015 Aug 29；大阪． 
21)  赤荻勝一，將積日出夫，坪田雅仁．最近経験した中枢性眼球運動障害．第 15 回北陸めまい研究会；2015 Sep 6；金
沢． 
22)  舘野宏彦，髙倉大匡，藤坂実千郎，將積日出夫．粒子線治療後に晩発性の神経障害を発症した鼻･副鼻腔悪性腫瘍の
2 例．日本耳鼻咽喉科学会北陸地方部会連合会第 318 回例会；2015 Sep 6；金沢． 
23)  中西亮人，藤坂実千郎，將積日出夫．日本耳鼻咽喉科学会北陸地方部会連合会第 318 回例会；2015 Sep 6；金沢． 
24)  舘野宏彦，髙倉大匡，藤坂実千郎，將積日出夫．炭素イオン性治療後に晩発性の神経障害を発症した鼻･副鼻腔悪性
腫瘍の 2 例．第 54 回日本鼻科学会；2015 Oct 1-3；広島． 




26)  藤坂実千郎，將積日出夫．術中 NRT が有用であった人工内耳電極 slip-out の一例．第 25 回日本耳科学会；2015 Oct 
8-10；長崎． 
27)  髙倉大匡，藤坂実千郎，將積日出夫．溶接火花が原因と考えられた中耳異物症例．第 25 回日本耳科学会；2015 Oct 
8-10；長崎．  
28)  舘野宏彦，髙倉大匡，舘野宏彦，将積日出夫．当科における手術映像記録システム．第 17 回耳鼻咽喉科手術支援シ
ステム・ナビ研究会；2015 Oct 17；名古屋． 
29)  藤坂実千郎，將積日出夫．骨導刺激により誘発記録される SVR の検討（第二報）．第 60 回日本聴覚医学会；2015 Oct 
22-23；東京． 
30)  中嶋純子，髙倉大匡，將積日出夫．最近経験した多覚的耳鳴の 2 症例．第 60 回日本聴覚医学会；2015 Oct 22-23；
東京．  
31)  阿部秀晴，髙倉大匡，將積日出夫．声帯溝症に対する漢方薬の使用経験．第 31 回日本耳鼻咽喉科漢方研究会；2015 
Oct 24；東京． 
32)  浅井正嗣，上田直子，将積日出夫．重心動揺検査と体重心動揺．第 74 回日本めまい平衡医学会；2015 Nov 26-27；
岐阜． 
33)  藤坂実千郎，將積日出夫．半規管内蔵頭部モデルによる良性発作性頭位めまい症に対する頭位療法への教育効果．
第 74 回日本めまい平衡医学会；2015 Nov 26-27；岐阜． 
34)  髙倉大匡，將積日出夫．動的姿勢制御中の大脳領域間の機能的結合の解析：fNIRS による研究．第 74 回日本めまい
平衡医学会；2015 Nov 26-27；岐阜． 
35)  伊東伸祐，将積日出夫，高倉大匡，渡辺行雄，安村佐都紀，武田憲昭．メニエール病・遅発性内リンパ水腫の全国
疫学調査．第 74 回日本めまい平衡医学会；2015 Nov 26-27；岐阜． 
36)  上田直子，浅井正嗣，將積日出夫．単位面積軌跡長低値症例の検討．第 74 回日本めまい平衡医学会；2015 Nov 26-27；
岐阜． 
37)  阿部秀晴，高倉大匡，將積日出夫．声帯溝症に対する漢方薬の使用経験．第 31 回耳鼻咽喉科漢方研究会；2015 Oct 24；
東京． 
38)  石田正幸，阿部秀晴，將積日出夫．IgG4 関連咽頭潰瘍の一例．第 65 回日耳鼻富山県地方部会；2015 Nov 29；富山． 
39)  髙倉大匡，舘野宏彦，藤坂実千郎，將積日出夫．溶接火花による長期中耳異物症例．第 65 回日耳鼻富山県地方部会；
2015 Nov 29；富山． 
40)  赤荻勝一，伊東伸祐．呼吸上皮腺腫様過誤腫の 1 例．第 65 回日耳鼻富山県地方部会；2015 Nov 29；富山． 
 
◆ その他 
1)  將積日出夫．アレルギー性鼻炎について．富山新聞．2015 Aug 7． 
2)  舘野宏彦．アレルギー性鼻炎（花粉症）について．第 60 回耳の日市民公開講座；2015 Mar 8；富山．（招待講演） 
3)  阿部秀晴．顔やくびのしこり・腫れ．第 60 回耳の日市民公開講座；2015 Mar 8；富山．（招待講演）  
4)  将積日出夫．メニエール病の診断と治療－最近の話題－．第 17 回愛媛県めまい懇話会；2015 Mar 12；松山．（招待
講演） 
5)  將積日出夫．めまいと特許．第 277 回富山県聴覚障害研究会例会；2015 Mar 13；富山．（招待講演） 
6)  将積日出夫．メニエール病－難治例への対応－．第 4 回鹿児島聴覚・平衡研究会；2015 Mar 26；鹿児島．（招待講演） 
7)  将積日出夫．メニエール病－最近の話題－．第 15 回群馬県めまい研究会；2015 Apr 16；前橋．（招待講演） 
8)  将積日出夫．難治性めまいの診断と治療－update－．愛知県耳鼻咽喉科西三河地区研修会；2015 Apr 18；岡崎．（招
待講演） 
9)  将積日出夫．メニエール病の診断と治療－難治例への対応－．平成 27 年度三重県地方部会講演会；2015 Apr 19；津．
（招待講演） 
10)  將積日出夫．めまいの治療をマスターする．第 116 回日本耳鼻咽喉科学会教育講演；2015 May 21；東京．（招待講
演） 
11)  将積日出夫．診断と治療（1）めまいの診断と治療．第 41 回日耳鼻夏期講習会；2015 Jul 4-5；軽井沢． 
12)  将積日出夫．メニエール病．第 32 回日本めまい平衡医学会医師講習会；2015 Jul 9-11；大宮． 
13)  藤坂実千郎．聴覚障害児の早期発見、早期療育と教育への期待． 第 11 回北陸教育オージオロジー研究会；2015 Oct 
8；富山．（招待講演） 
− 162 −
14)  将積日出夫．めまいの診断と治療－メニエール病を中心に－．滑川市医師会学術講演；2015 Sep 11；滑川．（招待講
演） 
15)  将積日出夫．難治性めまいに対する診断と治療．第 76 回北北海道耳鼻咽喉科懇話会；2015 Sep 26；旭川．（招待講
演） 
16)  将積日出夫．めまいの診断と治療－難治例を中心に－．第 6 回中信臨床研究会；2015 Nov 6；松本．（招待講演） 
17)  將積日出夫．難治性内リンパ水腫疾患の診断と治療．第 11 回静岡めまい・難聴研究会；2015 Nov 7；静岡．（招待講
演） 
18)  藤坂実千郎，中西亮人．聴覚医学会での興味ある演題について．第 280 回富山県聴覚障害者研究会；2015 Nov 18；
富山． 
19)  中嶋純子．聴覚医学会での興味ある演題について．第 280 回富山県聴覚障害者研究会；2015 Nov 18；富山．（招待
講演） 
20)  舘野宏彦．当科における鼻･副鼻腔疾患の診断と治療～アレルギー性鼻炎を中心に～．中新川郡医師会講演会；2015 
Nov 25；富山．（招待講演） 
21)  將積日出夫．難治性平衡障害に対するアプローチ－メニエール病－．第 74 回日本めまい平衡医学会シンポジウム；
2015 Nov 25-27；岐阜．（招待講演）   
22)  浅井正嗣．重心動揺検査の現状と将来展望－国際基準化と我が国の問題点と今後の動向．第 74 回日本めまい平衡医
学会パネルディスカッション；2015 Nov 25-27；岐阜．（招待講演） 
23)  将積日出夫．感覚器障害における最新の診断・治療 3）平衡覚．日本耳鼻咽喉科学会第 29 回専門医講習会；2015 Dec 
23-24；札幌． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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